
アルコール関連問題
啓発フォーラム

in埼玉

あなたと いい関係 でいたいから。

平成３０年度アルコール関連問題啓発イベント

主 催 後 援厚生労働省
埼玉県
さいたま市

埼玉県医師会・埼玉県精神科病院協会
埼玉精神神経科診療所協会・テレビ埼玉
秋田書店・公益社団法人埼玉県断酒新生会
上尾市・NPO法人さいたまマック

平成３０年１１月２１日（水）１４時～１６時３０分

上尾市文化センター中ホール

〝 〝



14:00～14:10

15:20～16:15

15:00～15:20

14:10～15:00

16:20

プログラム

開演挨拶

基調講演
「アルコール依存症の父を持った娘としての経験」

漫画家 菊池 真理子

休憩

トークセッション
「お酒とのつきあいかた」
元サッカー日本代表 前園 真聖
漫画家 菊池 真理子
大学教授 吉岡 幸子
精神科医師 合川 勇三

終演

＊ 上記以外にも13:00からホワイエで埼玉県や各団体がアルコール
関連問題の普及啓発を行っています。ぜひお立ち寄りください。



出演者の紹介
元サッカー日本代表

前園真聖
1992年鹿児島実業高校からJリーグ・横浜フリューゲルスに入団。 1996年、アトランタオリンピック本大会では、ブ
ラジルを破る「マイアミの奇跡」などをチームのキャプテンとして演出、サッカーファンのみならず、広く注目され
る事となる。 ブラジルのサントスFC・ゴイアスEC、韓国の安養LGチータース・仁川ユナイテッドなどの海外クラブで
プレーし、2005年5月19日に現役引退を表明。その後は解説者としてメディア等で活動しながら、ZONOサッカースクー
ルを主催し、普及活動を行う。 2009年にはラモス監督率いるビーチサッカー日本代表に召集され現役復帰。 同年11
月に開催されたUAEドバイでのW杯において、チームのベスト8に貢献した。 現在は、メディアに出演しながらも、
ZONOサッカースクールを中心に全国の子供たちにサッカーの楽しさを教えるための活動をしている。

（まえぞのまさきよ）

漫画家

菊池真理子
埼玉県春日部市出身。
「酔うと化け物になる父がつらい」作者。
現在、月刊エレガンスイブ（秋田書店）
で、自身の生きづらさをテーマにしたコ
ミックエッセイ「生きやすい」を連載中。

（きくちまりこ）

大学教授

吉岡幸子
帝京科学大学医療科学部看護学科教授。
精神科看護師、さいたま市保健師、東京都保健師、看護系大学教員を経て、２０１７年より現職。
NPO法人埼玉ダルク理事、NPO法人ぷるすあるは理事。
当県のアルコール健康障害対策推進会議の委員を務めている。
依存症者の本人・家族支援や高齢者虐待の予防支援をライフワークとし、生活者に寄り添う支援とは、
地域づくりとは何かを問い続けている。
保健師教育のさらなる充実を目指し、日々教育に従事している。

（よしおかさちこ）

精神科医師

合川勇三
埼玉県立精神医療センター第２精神科科長。
大学を卒業後、内科勤務をした後、国立国際医療センター精神科、東京都立松沢病院精神科
を経て、２０１４年４月から埼玉県立精神医療センター精神科に勤務し、現在は第２精神科
科長。
アルコール・薬物依存症が専門で、最近はゲーム障害、ギャンブル障害の治療にも取り組ん
でいる。

（あいかわゆうぞう）

総合司会・テレビ埼玉アナウンサー

荒木優里
テレビ埼玉アナウンサー。
「ニュース1155」、「こんにちは県議会です」等多くの番組を担当している。

（あらきゆり）

「酔うと化け物になる父が
つらい」（秋田書店）▶



知っていますか？アルコール関連問題

♦ もっとアルコール関連問題について知りたい
♦ アルコール健康障害に関する相談先を知りたい ときは…

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/seisin/alcohol-taisaku.html

アルコールに関係した問題のすべてをアルコー
ル関連問題と呼んでいます。

これには様々な健康問題や社会問題が含まれて
います。

また問題は飲酒する当人に限らず、当人を取り
巻く周囲の人々や親の飲酒の影響を受けた胎児や
子供などにも広がっています。

アルコール健康障害対策基本法では、国民の間
に広くアルコール関連問題に関する関心と理解を
深めるため、 11 月 10 日から 16 日までをアル
コール関連問題啓発週間と定めています。

＜アルコール関連問題とは＞

＜埼玉県での取り組み＞

埼玉県では、アルコール健康障害対策の総合的か
つ効果的な推進を図るため、平成29年度にアルコー
ル健康障害対策基本法第14条第1項に基づき、埼玉
県アルコール健康障害対策推進計画を策定しました。

この計画に基づき、アルコール健康障害の発生、
進行及び再発の各段階に応じた防止策の実施や問題
解決、また、飲酒やアルコール依存症についての正
しい理解の促進や相談体制の充実を図り、県民の健
康を保護し、安心して生活することのできる埼玉県
を目指し、アルコール健康障害対策を推進していき
ます。

▲今年度のアルコール関連問題啓発週間ポスター

▲埼玉県アルコール健康障害対策推進計画

アルコール健康障害 埼玉県 検 索

厚生労働省（受託事業者：(株)東武トップツアーズ）・埼玉県・さいたま市
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